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(57)【要約】
　第1のデバイスは、第2のデバイスと共有されるプラッ
トフォームを実装する。プラットフォームは、第1のデ
バイスと第2のデバイスとが少なくともネットワークサ
ービスに対して同じ識別情報を有して動作するように実
装される。第1のデバイスは、ネットワークサービスに
アクセスするか、またはそれを使用するための入力を受
信するためにユーザインターフェースを与える。第1の
デバイスは、ネットワークサービスにユーザインターフ
ェースを与えることに応答して受信された入力を通信す
る。第1のデバイスは、入力を通信したことに応答して
ネットワークサービスからトークンを受信する。第1の
デバイスは、第2のデバイスにデータ項目のセットを通
信する。データ項目のセットは、第2のデバイスがネッ
トワークサービスに対して第1のデバイスのように見え
ながらネットワークサービスにアクセスし、それを使用
することを可能にするトークンと識別子とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデバイスを使用してネットワークサービスを利用するための方法であって、1つ
または複数のプロセッサによって実装され、
　第1のデバイス上で、第2のデバイスと共有されるアプリケーションプラットフォームを
実装するステップであって、前記アプリケーションプラットフォームは、前記第1のデバ
イスと前記第2のデバイスとが、少なくとも前記ネットワークサービスに対して同じ識別
情報を有するように動作することができるように実装される、実装するステップと、
　前記第1のデバイス上で、前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを
使用するための入力を受信するためにユーザインターフェースを与えるステップと、
　前記第1のデバイスから、前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信さ
れた入力を通信するステップであって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信さ
れる、通信するステップと、
　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信する
ステップと、
　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信するステップであって、データ項目の
前記セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスに対して前記第1のデバ
イスのように見えながら、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使用すること
を可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ネットワークサービスからストリーミングメディアを受信するために、前記第2の
デバイス上で前記ネットワークサービスにアクセスするステップをさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項３】
　データ項目の前記セットを通信するステップが、前記第1のデバイス上に記憶されたク
ッキーを通信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　データ項目の前記セットを通信するステップが、前記第1のデバイスの機械識別子を通
信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　トークンを受信するステップが認証トークンを受信するステップを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザインターフェースを与えるステップと、前記入力を通信するステップと、前
記トークンを受信するステップと、データ項目の前記セットを通信するステップとがそれ
ぞれ、前記第1のデバイスの前記アプリケーションプラットフォームを使用して実行され
る、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークサービスの1つまたは複数のルールに従って前記ネットワークサービ
スからのストリーミングメディアを再生するように前記第2のデバイスを制御するステッ
プをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークサービスから与えられたストリーミングメディアを識別する1つまた
は複数のリンクを前記第2のデバイスにシグナリングするステップをさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとが、前記ネットワークサービスに同時にアク
セスする、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記第2のデバイスが前記ネットワークサービスから複数のリンクを受信する間に、ユ
ーザインターフェースイベントに対応するトリガを前記第2のデバイスから受信するステ
ップと、
　前記ユーザインターフェースイベントに対応するユーザインターフェース特徴を表示す
るステップと
　をさらに含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第2のデバイスから前記トリガを受信するステップが、前記ユーザインターフェー
スイベントの識別子を受信するステップと、前記ユーザインターフェース特徴を判断する
ために前記識別子を使用して前記ネットワークサービスにアクセスするステップとを含む
、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のデバイスを使用してネットワークサービスを利用するための方法であって、1つ
または複数のプロセッサによって実装され、
　再生デバイス上で、ユーザインターフェースデバイスと共有されるアプリケーションプ
ラットフォームを実装するステップであって、前記アプリケーションプラットフォームは
、前記再生デバイスと前記ユーザインターフェースデバイスとが、少なくとも前記ネット
ワークサービスに対して同じ識別情報を有するように動作することができるように実装さ
れる、実装するステップと、
　前記再生デバイス上で、データ項目のセットを受信するために前記ユーザインターフェ
ースデバイスと通信するステップであって、データ項目の前記セットが、(i)前記ユーザ
インターフェースデバイスに前記ネットワークサービスによって通信されたトークンと、
(ii)前記ネットワークサービスにアクセスするために前記ユーザインターフェースデバイ
スによって使用される1つまたは複数の識別子とを含む、通信するステップと、
　前記トークンと、前記ユーザインターフェースデバイスから受信した前記1つまたは複
数の識別子とを使用して前記ネットワークサービスにアクセスするステップと
　を含む方法。
【請求項１３】
　前記ネットワークサービスにアクセスするステップが、前記ネットワークサービスから
ストリーミングメディアを受信するステップを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　データ項目の前記セットを受信するために前記ユーザインターフェースデバイスと通信
するステップが、前記第1のデバイス上に記憶されたクッキーを受信するステップを含む
、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　データ項目の前記セットを受信するために前記ユーザインターフェースデバイスと通信
するステップが、前記第1のデバイスの機械識別子を受信するステップを含む、請求項12
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記トークンを受信するステップが認証トークンを受信するステップを含む、請求項12
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザインターフェースデバイスと通信するステップと、前記ネットワークサービ
スにアクセスするステップとがそれぞれ、前記再生デバイスの前記アプリケーションプラ
ットフォームを使用して実行される、請求項12に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ネットワークサービスにアクセスするステップは、前記ユーザインターフェースデ
バイスが前記ネットワークサービスにアクセスするのと同時に実行される、請求項12に記
載の方法。
【請求項１９】
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　前記ユーザインターフェースデバイスから、ストリーミングメディアを識別するための
複数のリンクを受信するステップと、
　前記ネットワークサービスから、前記複数のリンクの各々によって識別されるストリー
ミングメディアを検索するステップと、
　前記複数のリンクの各々によって識別される前記ストリーミングメディアを検索しなが
ら、前記ネットワークサービスによってトリガされたユーザインターフェースイベントの
発生を検出するステップと、
　前記第1のデバイスに前記ユーザインターフェースイベントを識別するデータを通信す
るステップと
　をさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項２０】
　ユーザインターフェースを与えるように動作可能な第1のデバイスと、
　データ出力構成要素を与えるように動作可能な第2のデバイスと
　を含むシステムであって、
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの各々が、アプリケーションプラットフォー
ムを実装し、前記アプリケーションプラットフォームは、前記第1のデバイスと前記第2の
デバイスとが、少なくともネットワークサービスに対して同じもののように見えることが
できるように前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの各々の上に実装され、
　前記第1のデバイスは、
　　前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを使用するための入力を受
信するためにユーザインターフェースを与えることと、
　　前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信された入力を通信すること
であって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信される、通信することと、
　　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信す
ることと、
　　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信することであって、データ項目の前
記セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスに対して前記第1のデバイ
スのように見えながら、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使用することを
可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信することと
　を行い、
　前記第2のデバイスは、
　　データ項目の前記セットを受信するために前記第1のデバイスと通信することと、
　　前記第1のデバイスから受信したデータ項目の前記セットを使用して前記ネットワー
クサービスにアクセスすることと
　を行う、システム。
【請求項２１】
　前記第1のデバイスが、前記第2のデバイスにリンクのセットを通信し、リンクの前記セ
ットが、前記ネットワークサービス上のネットワークサービスデータ項目の対応するセッ
トの位置を特定し、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスからのネットワー
クサービスデータ項目を検索するためにリンクの前記セットを使用する、請求項20に記載
のシステム。
【請求項２２】
　前記第2のデバイスが、
　前記ネットワークサービスによってトリガされたユーザインターフェースイベントの発
生を検出することと、
　前記第1のデバイスに前記ユーザインターフェースイベントを識別するデータを通信す
ることと
　を行い、
　前記第1のデバイスが、
　前記ユーザインターフェースイベントに対応するユーザインターフェース特徴を表示す
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ることによって、前記ユーザインターフェースイベントを識別する前記データに応答する
こと
　を行う、請求項20に記載のシステム。
【請求項２３】
　データ項目の前記セットが、前記ネットワークサービスに最初にアクセスするために、
前記第1のデバイスによって使用される識別子を含む、請求項20に記載のシステム。
【請求項２４】
　データ項目の前記セットが、(i)前記第1のデバイス上に記憶されたクッキー、または(i
i)前記第1のデバイスの機械識別子のうちの1つまたは複数を含む、請求項23に記載のシス
テム。
【請求項２５】
　前記トークンが認証トークンを含む、請求項20に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記第1のデバイスが、前記ユーザインターフェースを与えることと、前記入力を通信
することと、前記トークンを受信することと、データ項目の前記セットを通信することと
の各々を実行するために前記アプリケーションプラットフォームを使用し、前記第2のデ
バイスが、前記第1のデバイスと通信することと、前記ネットワークサービスにアクセス
することとの各々を実行するために前記アプリケーションプラットフォームを使用する、
請求項20に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記第1のデバイスが、前記ネットワークサービスの1つまたは複数のルールに従って前
記ネットワークサービスからのストリーミングメディアを再生する際に前記第2のデバイ
スを制御するように動作する、請求項20に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記第1のデバイスが、前記ネットワークサービスから与えられたストリーミングメデ
ィアを識別する1つまたは複数のリンクを前記第2のデバイスにシグナリングする、請求項
20に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとが、前記ネットワークサービスに同時にアク
セスする、請求項20に記載のシステム。
【請求項３０】
　コンピューティングデバイスであって、
　命令のセットを記憶するメモリリソースと、
　第2のデバイスと共有されるアプリケーションプラットフォームを実装することであっ
て、前記アプリケーションプラットフォームは、前記コンピューティングデバイスと前記
第2のデバイスとが、少なくともネットワークサービスに対して同じ識別情報を有するよ
うに動作することができるように実装される、実装することと、
　前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを使用するための入力を受信
するためにユーザインターフェースを与えることと、
　前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信された入力を通信することで
あって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信される、通信することと、
　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信する
ことと、
　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信することであって、データ項目の前記
セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスに対して前記コンピューテ
ィングデバイスのように見えながら、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使
用することを可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信すること
と
　を行う際にメモリから命令を検索する1つまたは複数のプロセッサと
　を含むコンピューティングデバイス。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で説明する実施形態は、概して、コンテンツを提示するためのシステムおよび
方法に関し、より詳細には、時間ベースのメタデータをもつコンテンツを提示するための
システムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワークサービス(または、「クラウド」コンピューティングサービスと呼ばれる
ことがある)は、様々な形態で存在する。たとえば、PANDORAと、SPOTIFYと、RHAPSODYと
を含むクラウド音楽サービスが、様々なコンピューティングプラットフォーム上でユーザ
にとって利用可能である。より一般的には、動画のストリーミングサービス、写真共有サ
イト、ソーシャルネットワーキングサイト、およびゲームサイトなど、様々なネットワー
クサービスがユーザにとって利用可能である。これらのサービスにアクセスするために多
数のタイプのデバイスが使用される。たとえば、異なるタイプのアプリケーションまたは
ブラウザが動作するモバイルデバイス、タブレットおよびパーソナルコンピュータにとっ
てネットワークサービスがアクセス可能であることは一般的である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　複数のデバイスを使用してネットワークサービスを利用するための方法が、
　1つまたは複数のプロセッサによって実装され、
　第1のデバイス上で、第2のデバイスと共有されるアプリケーションプラットフォームを
実装するステップであって、前記アプリケーションプラットフォームは、前記第1のデバ
イスと前記第2のデバイスとが、少なくとも前記ネットワークサービスに対して同じ識別
情報を有するように動作することができるように実装される、実装するステップと、
　前記第1のデバイス上で、前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを
使用するための入力を受信するためにユーザインターフェースを与えるステップと、
　前記第1のデバイスから、前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信さ
れた入力を通信するステップであって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信さ
れる、通信するステップと、
　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信する
ステップと、
　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信するステップであって、データ項目の
前記セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスに対して前記第1のデバ
イスのように見えながら、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使用すること
を可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信するステップと
　を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】ネットワークサービスデータ項目のネットワークサービスにアクセスする際に複
数のデバイスが互いに協働する例示的なシステムを示す図である。
【図２】1つまたは複数の実施形態による、再生デバイスのための論理アーキテクチャを
示す図である。
【図３Ａ】1つまたは複数の実施形態による、再生機能が与えられたデバイスとは別個に
、ネットワークサービスのためのユーザインターフェース動作を処理するようにコンピュ
ーティングデバイスを動作させるための方法を示す図である。
【図３Ｂ】1つまたは複数の実施形態による、ネットワークサービスのためのユーザイン
ターフェース機能が与えられたデバイスとは別個に、ネットワークサービスからのコンテ
ンツを出力するように再生デバイスを動作させるための方法を示す図である。
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【図３Ｃ】複数のデバイスがネットワークサービスに同時にアクセスするときにネットワ
ークサービスから生成されたユーザインターフェースイベントを処理するための方法を示
す図である。
【図３Ｄ】ネットワークサービスにアクセスする2つのデバイスのコンテキストでデジタ
ル著作権管理(DRM:digital rights management)方式を実装するための例示的な方法を示
す図である。
【図３Ｅ】1つまたは複数の実施形態による、ユーザが複数のデバイスを使用してネット
ワークサービスにアクセスすることを可能にするようにネットワークサービスを動作させ
るための方法を示す図である。
【図４】1つまたは複数の実施形態による、ユーザインターフェースと再生デバイスとの
コンテキストで権利管理サービスを実装するためのシステムを示す図である。
【図５】一実施形態による、権利管理サービスのためのアーキテクチャを示す図である。
【図６】1つまたは複数の実施形態による、権利管理サービスを利用するための方法を示
す図である。
【図７Ａ】1つまたは複数の実施形態による、ユーザインターフェースデバイスを示す図
である。
【図７Ｂ】1つまたは複数の実施形態による、再生デバイスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本明細書で説明する実施形態は、複数のデバイス間にネットワークサービスの使用が分
散され得るコンピューティング環境を提供する。特に、本明細書で説明する例は、データ
項目(たとえば、コンテンツ)を受信するためにネットワークサービスと通信する検索また
は再生デバイスを提供する。同じセッション中に、検索または再生デバイスに代わってユ
ーザインターフェースイベントおよび機能を処理するために別のデバイスがネットワーク
サービスと通信することができる。そのような構成により、ネットワークサービスからの
データ項目の検索または再生のために使用され得るタイプのデバイスのより多くの多様性
が可能になる。たとえば、機器または専用プレーヤは、デバイスが直接ユーザ対話を使用
可能である必要なしにネットワークサービスからのコンテンツを検索するように動作する
ことができる。むしろ、通常ならば機器または専用プレーヤから必要とされ得るユーザ対
話は、別のデバイスを通して与えられ得る。
【０００６】
　さらに、いくつかの実施形態は、検索または再生デバイスが所与のネットワークサービ
スにアクセスし、それを使用する方法を制御する権利管理ルールを通信するように動作す
ることができる中間権利管理サービスの使用を提供する。権利管理サービスは、独立アプ
リケーションまたは非プラットフォーム固有アプリケーションを、複数のネットワークサ
ービスのうちの任意の1つからの検索または再生動作に関連して使用することを可能にす
るために使用され得る。利点の中でも、権利管理サービスは、特定のネットワークサービ
スのための権利管理ルールを実装するプロプライエタリなまたは特定のクライアントアプ
リケーションの必要なしに、ネットワークサービスにアクセスし、それを使用することを
可能にする。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、ネットワークサービスは、複数のデバイスによって利用され
る。一実施形態では、第1のデバイスは、第2のデバイスと共有されるアプリケーションプ
ラットフォームを実装する。アプリケーションプラットフォームは、第1のデバイスと第2
のデバイスとが少なくともネットワークサービスに対して同じ識別情報を有するように動
作するように実装され得る。第1のデバイスは、ネットワークサービスにアクセスするか
、またはそれを使用するための入力を受信するためにユーザインターフェースを与える。
さらに、第1のデバイスは、ネットワークサービスにユーザインターフェースを与えるこ
とに応答して受信された入力を通信する。第1のデバイスは、入力を通信したことに応答
してネットワークサービスからトークンを受信することができる。さらに、第1のデバイ
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スは、第2のデバイスにデータ項目のセットを通信することができる。データ項目のセッ
トは、第2のデバイスが、ネットワークサービスに対して第1のデバイスのように見えなが
ら、ネットワークサービスにアクセスし、それを使用することを可能にするトークンと1
つまたは複数の識別子とを含む。
【０００８】
　別の変形形態では、再生デバイスは、ユーザインターフェースデバイスと共有されるア
プリケーションプラットフォームを実装する。アプリケーションプラットフォームは、再
生デバイスとユーザインターフェースデバイスとが少なくともネットワークサービスに対
して同じ識別情報を有するように動作することができるように実装され得る。再生デバイ
スは、データ項目のセットを受信するためにユーザインターフェースデバイスと通信し、
データ項目のセットは、(i)ユーザインターフェースデバイスにネットワークサービスに
よって通信されたトークンと、(ii)ネットワークサービスにアクセスするためにユーザイ
ンターフェースデバイスによって使用される1つまたは複数の識別子とを含む。再生デバ
イスは、トークンと、ユーザインターフェースデバイスから受信した1つまたは複数の識
別子とを使用してネットワークサービスにアクセスする。
【０００９】
　いくつかの実施形態によれば、ユニバーサル検索または再生構成要素は、コンピューテ
ィングデバイスが、中間権利管理サービスの権利管理ルールに従って複数の可能なネット
ワークサービスのうちのいずれか1つにアクセスし、それを利用することを可能にするた
めにそのサービスとともに使用され得る。
【００１０】
　利益の中でも、本明細書で説明する実施形態は、様々な種類のネットワークサービス(
たとえば、クラウドメディアサービス、写真共有サイトなど)を、多様な範囲のデバイス(
コンテンツをストリーミングするインターネット対応アクセサリーまたは機器デバイス)
上で受信および利用することを可能にする。特に、デバイスは、デバイスがユーザ対話を
使用可能である必要なしにそのようなサービスを利用することができる。さらに、いくつ
かの実施形態は、ネットワークサービスにアクセスするためにユニバーサルプログラムま
たはリソースを使用するようなデバイスを提供し、したがって、そのようなデバイスは、
権利管理ルールなどの機能を実装するために常駐の(または以前にインストールされた)プ
ロプライエタリなまたはサービス固有のアプリケーションを有する必要がない。
【００１１】
　本明細書で説明するいくつかの実施形態は、ネットワークサービスを利用するためのシ
ステム、方法およびデバイスを提供する。一実施形態では、第1のデバイスは、ネットワ
ークサービスのためのユーザインターフェースを与えるように動作可能である。第1のデ
バイスから、ユーザインターフェースを与えることに応答して受信された入力がネットワ
ークサービスに通信される。入力を通信したことに応答して、ユーザインターフェースデ
バイスは、ネットワークサービスにアクセスするためのトークンを受信する。ユーザイン
ターフェースデバイスは、再生デバイスにトークンを通信する。
【００１２】
　別の実施形態によれば、再生デバイスは、ユーザインターフェースデバイスから複数の
リンクを受信するように動作する。複数のリンクは、1つまたは複数のネットワークサー
ビスデータ項目を識別することができる(または識別するために使用され得る)。複数のリ
ンクの各々によって識別されるネットワークサービスデータ項目は、ネットワークサービ
スから検索される。ネットワークサービスデータ項目が検索される間、再生デバイスは、
ネットワークサービスから生成されたユーザインターフェースイベントの発生を検出する
。ユーザインターフェースイベントを識別するデータは、ユーザインターフェースデバイ
スに通信される。
【００１３】
　またさらに、実施形態は、第1のデバイスと第2のデバイスとを含むシステムを含む。第
1のデバイスはユーザインターフェースを与え、第2のデバイスはデータ出力構成要素を含
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む。第1のデバイスは、ユーザインターフェースを通してユーザから情報を受信し、ネッ
トワークサービスに情報を通信するように構成され得る。第1のデバイスはまた、情報を
通信したことに応答してネットワークサービスからトークンまたは他のプログラマチック
証明を受信し得る。第1のデバイスは、第2のデバイスにトークンを通信し得る。第2のデ
バイスは、ユーザから入力を受信することなしにネットワークサービスにアクセスするた
めにトークンを使用するように構成され得る。ネットワークサービスから受信したデータ
項目は、出力構成要素を使用して出力される。
【００１４】
　またさらに、実施形態は、ユーザインターフェースデバイスから複数のリンクを受信す
るように動作する再生デバイスを提供する。複数のリンクの各々は、1つまたは複数のネ
ットワークサービスデータ項目を識別する。ネットワークサービスデータ項目は、複数の
リンクの各々によって識別されて検索される。複数のリンクの各々によって識別されるネ
ットワークサービスデータ項目を検索しながら、ユーザインターフェースイベントの発生
がネットワークサービスを用いて検出される。ユーザインターフェースイベントを識別す
るデータは、ユーザインターフェースデバイスに通信される。
【００１５】
　別の実施形態では、ネットワークサービスは、再生デバイス上で利用される。第1のデ
バイス上で、再生のためのメディアデータ項目を受信するためにネットワークサービスと
セッションが確立される。第1のデバイスを用いて、セッション中にネットワークサービ
スにアクセスし、メディアデータ項目を検索するために第1のデバイスのプログラマチッ
ク証明を使用するように第2のデバイスが制御される。
【００１６】
　別の実施形態では、ネットワークサービスを利用するためのコンピュータシステムが提
供される。コンピュータシステムは、複数のネットワークサービスライブラリを記憶する
ためのメモリを含み、ここで、各ネットワークサービスライブラリは、対応するネットワ
ークサービスに関連付けられる。各ネットワークサービスライブラリは、(i)リンクデー
タの集合であって、リンクデータが、ネットワークサービス上に与えられたデータ項目を
識別する、リンクデータの集合と、(ii)ネットワークサービスのための権利管理ルールの
セットとを含み得る。コンピュータシステムのプロセッサは、通信によって指定されるネ
ットワークサービスを判断することができる。プロセッサはまた、ネットワークサービス
ライブラリから、識別子のセット中の各識別子を識別するリンクデータの集合の中のリン
クデータを判断することができる。判断されたサービスのための権利管理ルールのセット
に基づく通信のための1つまたは複数の制御パラメータも判断される。リンクのセットは
、判断されたリンクデータに基づく再生デバイスに通信される。リンクのセットはまた、
再生デバイスが、そのネットワークサービスのための権利管理ルールのセットに従って、
判断されたネットワークサービスからのデータ項目を検索することを可能するために制御
パラメータと一緒に通信され得る。
【００１７】
　一実施形態では、リンクの第1のセットがユーザインターフェースデバイスから受信さ
れる。リンクの第1のセット中の各リンクは、(i)対応する第1のネットワークサービス上
のデータ項目を識別し、(ii)再生デバイスを中間ネットワークサービスに導く。リンクの
第1のセットが中間ネットワークサービスにシグナリングされ、それに応答して、リンク
の第2のセットが中間ネットワークサービスから受信される。リンクの第2のセット中の各
リンクは、識別子のセットのうちの1つのデータ項目を識別する。
【００１８】
　別の実施形態によれば、リンクの第1のセットは、リンクの第1のセット中の各リンクが
、(i)対応する第1のネットワークサービス上のデータ項目を識別し、(ii)中間ネットワー
クサービスにリンクするように構築される。リンクの第1のセットは、再生デバイスに中
間ネットワークサービスにアクセスさせるために再生デバイスにシグナリングされる。
【００１９】



(10) JP 2016-505932 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

　またさらに、実施形態は、コンピューティングデバイス上に、複数のネットワークサー
ビスからのコンテンツを再生することが可能であるプレーヤを与える。ネットワークサー
ビスは、そのサービスのためのサービス固有アプリケーションの代替としてプレーヤを検
出し、使用することができる。ネットワークサービスからのメディアリソースは、再生の
ためにネットワークサービスからのメディアリソースのセットを識別するために中間権利
管理サービスにアクセスすることによって再生され得る。セット中の各メディアリソース
のための再生リンクのセットは中間権利管理サービスから受信される。再生リンクのセッ
トはそれぞれ、ネットワークサービスから与えられる対応するメディアリソースにリンク
する。
【００２０】
　本明細書で説明する1つまたは複数の実施形態は、コンピューティングデバイスによっ
て実行される方法、技法およびアクションがプログラム的にまたはコンピュータ実装方法
として実行されることを提供する。プログラム的とは、コードまたはコンピュータ実行可
能命令を使用することを意味する。プログラム的に実行されるステップは、自動であるこ
とも、自動でないこともある。
【００２１】
　本明細書で説明する1つまたは複数の実施形態は、プログラマチックモジュールまたは
構成要素を使用して実装され得る。プログラマチックモジュールまたは構成要素には、1
つまたは複数の上記のタスクまたは機能を実行することが可能なプログラム、サブルーチ
ン、プログラムの一部分、あるいはソフトウェア構成要素またはハードウェア構成要素が
含まれ得る。本明細書では、モジュールまたは構成要素は、他のモジュールまたは構成要
素とは無関係にハードウェア構成要素上に存在することができる。代替的に、モジュール
または構成要素は、他のモジュール、プログラムまたは機械の共有要素またはプロセスで
あり得る。
【００２２】
　さらに、本明細書で説明する1つまたは複数の実施形態は、1つまたは複数のプロセッサ
によって実行可能である命令の使用を通して実装され得る。これらの命令は、コンピュー
タ可読記録媒体上で搬送され得る。以下の図に示すか、または以下の図で説明する機械は
、本発明の実施形態を実装するための命令が搬送および/または実行され得る処理リソー
スおよびコンピュータ可読記録媒体の例を与える。特に、本発明の実施形態とともに示さ
れている多数の機械は、プロセッサと、データおよび命令を保持するための様々な形態の
メモリとを含む。コンピュータ可読記録媒体の例としては、パーソナルコンピュータまた
はサーバ上のハードドライブなど、パーマネントメモリストレージデバイスがある。コン
ピュータ記憶媒体の他の例としては、CDまたはDVDユニット、(たとえば、多くの多機能フ
ォンおよびポータブルコンピューティングデバイス上で搬送される)フラッシュメモリ、
および磁気メモリなどのポータブル記憶ユニットがある。コンピュータ、端末、ネットワ
ーク対応デバイス(たとえば、セルフォンなどのモバイルデバイス)はすべて、プロセッサ
、メモリ、およびコンピュータ可読記録媒体上に記憶された命令を利用する機械およびデ
バイスの例である。さらに、実施形態は、コンピュータプログラム、またはそのようなプ
ログラムを搬送することが可能なコンピュータ使用可能キャリア媒体の形態で実装され得
る。
【００２３】
　システム概要
【００２４】
　図1に、ネットワークサービスにアクセスする際に複数のデバイスが互いに協働する例
示的なシステムを示す。特に、例示的なシステム100により、図1においてユーザインター
フェースデバイス110として与えられる第1のデバイスと、図1において再生デバイス120と
して与えられる第2のデバイスとを通してネットワークサービス102にアクセスし、それを
使用することが可能になる。ネットワークサービス102は、たとえば、ウェブサイトを通
してユーザインターフェースデバイス110および再生デバイス120の各々によってネットワ
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ーク113(たとえば、インターネット)を介してアクセスされ得る。例示的なシステム100に
よって使用され得るネットワークサービス102には、たとえば、ウェブサイト(たとえば、
ソーシャルネットワーキングサイト、写真共有サイトなど)、またはクラウドベースメデ
ィアサービス(たとえば、PANDORAなどの音楽再生サイト)がある。
【００２５】
　利益の中でも、図1の例は、多数の種類のネットワーク対応デバイスがあるが、いくつ
かのネットワーク対応デバイスがネットワークサービス102から必要とされるユーザイン
ターフェース対話を処理することに適していないことを認識する。たとえば、テレビジョ
ンなどのいくつかのデバイスでは、ユーザが、入力を与えるように動作することが困難で
ある遠隔制御装置を利用する必要がある。ストリーミングまたは再ストリーミング機器な
どの他のデバイスは、デバイス上にローカルであるユーザ対話型能力が限られているか、
またはそれを有しない。特に、ネットワークサービスがいくつかのイベントについてユー
ザ対話を必要とするとき、そのような動作環境は、これらのデバイスがそのようなサービ
スを利用する能力を制限する。
【００２６】
　図1の例を参照すると、システム100は、ユーザインターフェースデバイス110と再生デ
バイス120とを含む。ユーザインターフェースデバイス110は、ユーザ入力を受信し、その
ような入力を他のデバイスおよび/またはネットワークサービスあるいはウェブサイトに
通信することが可能な任意のネットワーク対応コンピューティングデバイスに対応するこ
とができる。例として、ユーザインターフェースデバイス110は、モバイルコンピューテ
ィングデバイス(たとえば、スマートフォンなどの多機能セルラー/電話デバイス)、タブ
レット、ラップトップ、ネットブック、一体型コンピューティングデバイス、パーソナル
コンピュータなどに対応することができる。ユーザインターフェースデバイス110は、ネ
ットワークサービスインターフェース112と、ユーザインターフェース114と、デバイスネ
ットワークインターフェース116とを含む。構成要素は、ハードウェア、論理および/また
はソフトウェアの組合せを使用して実装され得る。ネットワークサービスインターフェー
ス112は、ネットワークサービス102のためのリソースを与えることに関連付けられるか、
または場合によってはそれを与える際に使用されるネットワークロケーションまたはサイ
トにアクセスするためのソフトウェアまたは論理を含むことができる。ネットワークサー
ビスインターフェース112は、ユーザインターフェースデバイス110上のネットワークポー
ト(たとえば、セルラー、ワイヤレスフィデリティー(「Wi-Fi」)、またはBluetooth(登録
商標)などのワイヤレスポート)を利用するための論理(たとえば、市販のブラウザまたは
ウェブベースアプリケーションなどのクライアントアプリケーション)を含む。ユーザイ
ンターフェース114は、タッチスクリーンディスプレイ、(対応する音声認識をもつ)マイ
クロフォン、キーボードまたは他のボタン入力機構、あるいは他の種類のユーザインター
フェース機構などの入力および/または出力構成要素の組合せを含むことができる。デバ
イスネットワークインターフェース116は、少なくとも再生デバイス120と通信するために
同じまたは異なるネットワークポートを利用する論理(たとえば、アプリケーション)を含
むことができる。いくつかの実装形態では、デバイスネットワークインターフェース116
は、デ
バイスをパーソナルネットワークのメンバーにすることを可能にするための論理(たとえ
ば、ソフトウェア、ファームウェア)を含むことができる。
【００２７】
　図1の例では、再生デバイス120は、ネットワークサービスインターフェース122と、出
力構成要素124と、デバイスネットワークインターフェース126とを含むことができる。一
例として、再生デバイス120は、クラウドサービス、ネットワークリソースなどにアクセ
スするための機器に対応することができる。たとえば、再生デバイス120は、ストリーミ
ング出力機器、テレビジョン、またはインターネット機器に対応することができる。いく
つかの変形形態では、再生デバイス120は、ユーザインターフェース能力を有するが、ユ
ーザ選好または指定によって、ネットワークサービス102にアクセスするためにユーザイ
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ンターフェースデバイス110と併せて使用される別のコンピューティングデバイスであり
得る。したがって、再生デバイス120は、モバイルコンピューティングデバイス(たとえば
、スマートフォンなどの多機能セルラー/電話デバイス)、タブレット、ラップトップ、ネ
ットブック、一体型コンピューティングデバイス、パーソナルコンピュータなどに対応す
ることができる。ネットワークサービスインターフェース122は、再生デバイス120上のネ
ットワークポート(たとえば、セルラー、Wi-Fi、またはBluetooth(登録商標)などのワイ
ヤレスポート)を利用するための論理を含む。
【００２８】
　出力構成要素124は、オーディオおよび/またはビデオとして出力され得る再生データ12
5を生成する。一実装形態では、再生デバイス120は、再生データ125からの出力を与える
ための、スピーカーおよび/またはディスプレイスクリーンなどの出力デバイスを含む。
別の実装形態では、再生デバイス120は、別の接続デバイスに何らかの形態で再生データ1
25を通信する。たとえば、再生デバイス120は、再生データ125に対応するアナログおよび
/またはデジタルデータを接続デバイスにシグナリングすることができる。変形形態では
、再生デバイス120は、たとえば、再生データ125を別のフォーマットにトランスコードす
ることによって再生データ125をさらに処理することができる。またさらに、再生デバイ
ス120は、再生データ125に基づいてコンテンツを出力する、および/または再生データ125
を処理する(たとえば、別のデバイス上で再生データ125をトランスコードする)ためにサ
ービスまたは構成要素(たとえば、ネットワーク接続構成要素)を利用することができる。
【００２９】
　再生デバイス120のデバイスネットワークインターフェース126は、少なくともユーザイ
ンターフェースデバイス110と通信するために同じまたは異なるネットワークポートを利
用する論理(たとえば、アプリケーション)を含むことができる。いくつかの実装形態では
、デバイスネットワークインターフェース116は、デバイスがユーザインターフェースデ
バイス110と通信することを可能にするための論理(たとえば、ソフトウェア、ファームウ
ェア)を含むことができる。
【００３０】
　ユーザインターフェースデバイス110と再生デバイス120とは、ネットワークリンク111
を介して互いに通信することができる。ネットワークリンク111は、たとえば、ローカル
ネットワークリンクに対応し、より詳細には、ワイヤレスローカルリンク(たとえば、Wi-
FiまたはBluetooth(登録商標)リンク)に対応することができる。変形形態では、ネットワ
ークリンク111は、セルラーネットワークおよび/またはインターネットなどのワイドエリ
アネットワークを利用することができる。
【００３１】
　いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースデバイス110および再生デバイス120
の各々は、米国特許出願第10/808,606号(本出願は、すべての目的のためにその全体が参
照により本明細書に組み込まれる)に記載されているように、パーソナルネットワーク上
でサテライトとして動作することができる。そのような実装形態では、ユーザインターフ
ェースデバイス110および再生デバイス120の各々は、そのデバイスが特定のパーソナルネ
ットワークのデバイスのレジストリにそれの能力および接続ステータスを通信することを
可能にするアプリケーションまたは他のプログラミング論理を利用することができる。レ
ジストリは、1つのデバイス(たとえば、パーソナルコンピュータ)上に集中化されるか、
パーソナルネットワークの複数のデバイス上に分散されるか、またはネットワークサービ
スとして与えられ得る。一実装形態では、ユーザインターフェースデバイス110および再
生デバイス120の各々は、そのデバイスがユーザのパーソナルネットワークのメンバー(ま
たはサテライト)として働くことを可能にするパーソナルネットワークレジストリ118、12
8をそれぞれ含む。パーソナルネットワークとして実装されると、ユーザインターフェー
スデバイス110と再生デバイス120との間のものとして説明する通信および機能の一部は、
いくつかの条件に応答して、自動的に開始または実行され得る。たとえば、ユーザインタ
ーフェースデバイス110のユーザの動作は、様々な実施形態を用いて以下で説明する形で
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ネットワークサービス102と通信し、それを利用するように再生デバイス120をトリガする
ことができる。同様に、別の実装形態は、ユーザインターフェースデバイス110上で以下
で説明するような動作などの動作を自動的に開始するような再生デバイス120の使用を提
供し得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサー
ビス102へのアクセスを獲得するように動作する。たとえば、ユーザは、ユーザインター
フェースデバイス110上でショートカットまたはアプリケーション起動を起動することが
できる。それに応答して、ユーザインターフェースデバイス110上で動作するアプリケー
ションは、必要とされるか、またはさもなければネットワークサービス102とともに利用
され得る入力を与えるようにユーザに促すためのユーザインターフェース特徴を生成する
。ユーザによって与えられた入力は、ネットワークサービス102にアクセスするために使
用され得る。1つの制限では、ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサー
ビスインターフェース112を介してネットワークサービス102にユーザ入力107を通信する
。ユーザ入力107は、たとえば、ログインおよびパスワード情報または、ネットワークサ
ービス102がユーザのアカウントまたは設定を判断することを可能にするための他のアカ
ウント/識別情報に対応することができる。それに応答して、ネットワークサービス102は
、ユーザインターフェースデバイス110に許可トークン131を発行することができる。許可
トークン131は、ユーザを識別および/または認証するためにセキュアネットワークサイト
によって発行されるデータ項目に対応することができる。ネットワークサービスインター
フェース112は、デバイスネットワークインターフェース116に許可トークンを通信し得、
デバイスネットワークインターフェース116は、次に再生デバイス120に許可トークン131
を通信する。一実装形態では、ユーザインターフェースデバイス110のユーザインターフ
ェース114と再生デバイス120の出力構成要素124とは、許可トークン131をユーザインター
フェースデバイス110から再生デバイス120に通信し、次いで、再生デバイス120上で使用
することを可能にするための、共通アプリケーションまたはアプリケーションプラットフ
ォームの一部である。
【００３３】
　許可トークン131を取得し、シグナリングすることに加えて、ユーザインターフェース
デバイス110は、再生デバイス120による選択または検索のための特定のネットワークサー
ビスデータ項目106の選択のために、選択入力109を指定するために使用され得る。たとえ
ば、ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサービス102からの選択または
検索のためのデータ項目を探索、ナビゲート、ブラウズ、または識別するために使用され
得る。選択入力109を受信したことに応答して、ネットワークサービス102は、選択された
ネットワークサービスデータ項目の検索を可能にするためのリンク105を与えることがで
きる。変形形態では、ネットワークサービス102は、ユーザまたはデバイスのためのネッ
トワークサービスデータ項目を自動的に識別するようにトリガされ得る。またさらに、他
の変形形態では、選択入力109は、再生デバイス120から送られ得る。たとえば、再生デバ
イス120は、選択入力109(たとえば、お気に入りのプレイリストなど)を記憶するか、また
はユーザインターフェースデバイス110から選択入力109を受信することができる。
【００３４】
　再生デバイス120は、ユーザインターフェースデバイス110から許可トークン131を受信
する。一実装形態では、再生デバイス120のデバイスネットワークインターフェース126は
、ユーザインターフェースデバイス110から許可トークン131を受信し、次いで、トークン
を、ネットワークサービスインターフェース122を介してネットワークサービス102に通信
する。許可トークン131をシグナリングすることに加えて、再生デバイス120は、選択され
たデータ項目のためのリンク105をシグナリングし得る。たとえば、再生デバイス120は、
メディアファイル(たとえば、音楽、ビデオ)を識別するネットワークサービスへのリンク
105をシグナリングすることができる。リンク105は、ネットワークサービス102が再生デ
バイス120に通信するネットワークサービスデータ項目106を識別する。出力構成要素124
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は、ネットワークサービスデータ項目106に対応する再生データ125を生成する。
【００３５】
　いくつかの実装形態では、再生デバイス120は、ユーザインターフェースデバイス110に
よって許可トークン131とリンク105とを使用してネットワークサービス102に自動的にア
クセスするようにトリガされる。たとえば、ユーザインターフェースデバイス110は、許
可トークン131をシグナリングすることによってネットワークサービス102からのデータ項
目にアクセスするように再生デバイス120をトリガすることができる。
【００３６】
　再生デバイス
【００３７】
　図2に、1つまたは複数の実施形態による、再生デバイスのための論理アーキテクチャを
示す。一実施形態では、再生デバイス120は、デバイスネットワークインターフェース210
と、検索構成要素230と、出力構成要素240とを含む。一実施形態では、再生デバイス120
は、データ項目を通信し、様々な異なるネットワークサービスからのデータ項目を検索す
るようにプログラム的に構成される。たとえば、再生デバイス120は、ネットワークサー
ビスからのデータ項目を識別するためにリンクを使用し、次いで、選択されたデータ項目
がネットワークサービスから再生デバイス120にストリーミングされる動作をトリガする
ように構成され得る。別の例として、再生デバイス120は、リンクによって識別される文
書またはファイルをダウンロードするためにリンクを使用するように構成され得る。
【００３８】
　再生デバイス120は、個別のネットワークサービスのための命令セットおよび/または構
成データを含むことができるサービス論理224を含む。一実装形態では、サービス論理224
は、プラグインまたはプログラムファイルを含むことができる。さらに、サービス論理22
4は、ネットワークサービスライブラリ227とデジタル著作権管理(DRM)ライブラリ229とを
含むネットワークサービスのためのリソースを含むことができる。ネットワークサービス
ライブラリ227は、たとえば、対応するネットワークサービス202からのネットワークサー
ビスデータ項目を検索する際に使用するためのリンク205を記憶することができる。DRMラ
イブラリ229は、たとえば、ネットワークサービス202からのメディアリソースの再生また
は使用を制御するために、対応するネットワークサービスから与えられ得る。
【００３９】
　デバイスネットワークインターフェース210は、ユーザインターフェースデバイス110(
図1参照)など、ユーザの他のデバイスと通信するための構成要素を含む。一実装形態では
、デバイスネットワークインターフェース210は、トークンハンドラ212とリンク分析214
とに対応するインバウンド構成要素を含む。トークンハンドラ212は、ユーザインターフ
ェースデバイス110からトークン131(図1参照)を受信し、トークンを適切なネットワーク
サービスにアクセスするためのサービス論理224に通信する。リンク分析214は、たとえば
、ユーザインターフェースデバイス110から受信したリンク205のプロパティを検出するよ
うに動作することができる。たとえば、リンク分析214は、特定のリンクとともに利用さ
れるべき特定のネットワークサービス202を判断することができる。以下で説明するよう
にいくつかの変形形態では、リンク分析214はまた、対応するネットワークサービス202か
らの対応するネットワークサービスデータ項目を検索することに関連して権利管理サービ
ス201が利用されるべきであるかどうかを判断するために使用され得る。許可トークン131
と再生リンク205の両方は、検索構成要素230が特定のネットワークサービス102からのデ
ータ項目にアクセスし、それを検索することを可能にするためのサービス論理224に通信
され得る。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、検索構成要素230は、対応するネットワークサービス202から
のデータ項目209のセットにアクセスするために許可トークン131を使用する。検索構成要
素230は、データ項目209を検索するために許可トークン131と1つまたは複数の再生リンク
205とを使用する。再生リンク205は、特定のネットワークサービスライブラリ227の一部
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として記憶されるか、ユーザインターフェースデバイス110から通信されるか、ネットワ
ークサービス202からまたは(以下で説明するように)中間サービスから受信され得る。検
索構成要素230は、たとえば、DRMライブラリ229中に指定されている制御ルール、または
、たとえば、ユーザインターフェースデバイス110から通信された制御ルールに基づいて
、再生リンク205を連続的に順序付けるか、または通信し得る。
【００４１】
　検索構成要素230は、リンク205が使用され得る方法で制御パラメータ207によって制御
され得る。たとえば、リンク205がどのように検索されるかのタイミングまたはシーケン
スは、制御パラメータ207によって制御され得る。制御パラメータ207は、ネットワークサ
ービス202からのメディアリソースを検索する際に使用されるサービス論理224によって識
別され得る。たとえば、制御パラメータ207は、特定のネットワークサービスとともに使
用されるかまたはそれに関連するDRMライブラリ229から識別または判断され得る。
【００４２】
　検索構成要素230は、ネットワークサービス202からのデータ項目209を検索するために
再生リンク205を使用する。一実装形態では、検索されたネットワークサービスデータ項
目206に対応するデータは、出力構成要素240にシグナリングされる。出力構成要素240は
、再生デバイス120上で出力コンテンツまたは再生を生成することができる。変形形態で
は、検索されたネットワークサービスデータ項目206に対応するデータ206は、処理または
通信のためにデバイスネットワークインターフェース210にシグナリングされる。たとえ
ば、データ206は、(i)再生デバイス120に接続またはリンクされた他のデバイスか、(ii)
出力のための同じパーソナルネットワークの別の要素か、または(iii)サービス(たとえば
、トランスコーディング)のための同じパーソナルネットワークの別の要素にシグナリン
グされ得る。またさらに、データ206は、後で使用するために再生デバイス120上に記憶さ
れ得る。
【００４３】
　実施形態は、多くのネットワークサービスが、ユーザ対話の必要性をトリガするイベン
トを含み、サービスの利用可能性の中断を回避するためにユーザがイベントに応答する能
力が必要とされ得ることを認識する。たとえば、ネットワークサービスは、ログインおよ
びパスワード情報をユーザに間欠的に促すか、またはユーザに質問を尋ね得る(たとえば
、ユーザにサービスを格付けするように依頼し得る)。いくつかの実施形態では、検索構
成要素230は、ユーザインターフェースイベント検出構成要素232を含む。特定のネットワ
ークサービスがユーザインターフェースイベントに遭遇すると、UIイベント検出構成要素
232は、ユーザインターフェースデバイス110上でUIイベントのレンダリングを開始するUI
トリガ239をシグナリングする。一実装形態では、UIトリガ239は、デバイスネットワーク
インターフェース210のアウトバウンド構成要素216によって受信され、次いで、それは、
ユーザインターフェースデバイス110にUIイベント217をシグナリングする。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、デバイスネットワークインターフェース210はまた、再生デ
バイス120がユーザのパーソナルネットワーク上の要素またはサテライトとして働くこと
を可能にするように動作する。デバイスネットワークインターフェース210は、ユーザの
パーソナルネットワークの他の要素(プログラム、デバイス、データソース、アカウント
など)を識別するデバイスレジスタ225を含み得る。特に、デバイスレジスタ225は、(i)パ
ーソナルネットワークの他の要素のステータス(たとえば、他の要素がアクティブである
かどうか)、(ii)再生デバイス120によって利用され得る関係する能力(たとえば、トラン
スコーディング)、および(iii)パーソナルネットワークの他の要素のネットワークロケー
ションを識別するデータを含むことができる。このようにして、デバイスネットワークイ
ンターフェース210は、パーソナルネットワークの他の要素にデータ206をシグナリングす
る、および/またはデータ206を処理する際にパーソナルネットワークのリソースを利用す
ることができる。
【００４５】
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　再生デバイス上での権利管理検索
【００４６】
　いくつかの実施形態では、再生デバイス120は、中間権利管理サービス201を利用するこ
とが可能である。図2をさらに参照すると、中間権利管理サービス201は、異なるネットワ
ークサービス202の権利管理制御を別個のネットワークサービスとして実装することを可
能にするサービスを提供することができる。たとえば、ネットワークサービスのための権
利管理を実装するためのウェブサービスの使用は、従来の手法に代替を与え、代替では、
各ネットワークサービス202は、権利管理制御をクライアントアプリケーションの一部と
して実装する必要がある。利益の中でも、いくつかの実施形態は、再生デバイス120上に
サービス固有プログラマチックまたはデータリソースを維持する必要性をなくすかまたは
低減するための中間権利管理サービス201の使用を可能にする。
【００４７】
　再生デバイス120上で、デバイスネットワークインターフェース210は、権利管理検索構
成要素220を権利管理サービス201に導く制御リンク211を受信する。権利管理検索構成要
素220は、権利管理サービス201にアクセスするために制御リンク211を使用する。権利管
理サービス201は、制御リンク211の特定のセットによって利用されるべきネットワークサ
ービス202の制御パラメータ223を識別する。他の例で説明したように、権利管理サービス
201は、複数のネットワークサービス(たとえば、PANDORA、SPOTIFYなど)のための権利管
理を処理するために使用され得る。一実装形態では、権利管理サービス201は、制御リン
ク211において識別されたネットワークサービス202に固有である制御パラメータ223とと
もに、再生デバイス120に再生リンク205をシグナリングする。再生リンク205および制御
パラメータ223は、特定のネットワークサービス202からのデータ項目209を検索するため
に検索構成要素230によって使用される。
【００４８】
　方法
【００４９】
　図3Aに、再生機能が与えられたデバイスとは別個に、ネットワークサービスのためのユ
ーザインターフェース動作を処理するようにコンピューティングデバイスを動作するため
の方法を示す。図3Bに、ネットワークサービスのためのユーザインターフェース機能が与
えられたデバイスとは別個に、ネットワークサービスからのコンテンツを出力するように
再生デバイスを動作させるための方法を示す。図3Cに、1つまたは複数の実施形態による
、ユーザインターフェースと再生機能とが異なるデバイスによって処理されるときにユー
ザインターフェースイベントを処理するための例示的な方法を示す。図3Dに、ネットワー
クサービスにアクセスする2つのデバイスのコンテキストでデジタル著作権管理(DRM)方式
を実装するための例示的な方法を示す。図3Eに、ユーザが複数のデバイスを使用してネッ
トワークサービスにアクセスすることを可能にするようにネットワークサービスを動作さ
せるための方法を示す。図3A～図3Eの例示的な方法について説明する際、説明しているス
テップまたはサブステップを実行するための好適な構成要素または要素を説明するために
、図1または図2で説明した要素または構成要素を参照し得る。
【００５０】
　図3Aを参照すると、ユーザインターフェースデバイス110は、アプリケーションプラッ
トフォームを実装する(308)。一実装形態では、アプリケーションプラットフォームは、
特定のネットワークサービスにアクセスするためにユーザインターフェースデバイスを与
えるか、または場合によってはユーザインターフェースデバイスが特定のネットワークサ
ービスにアクセスすることを可能にするアプリケーションまたはアプリケーションサービ
スに対応する。アプリケーションプラットフォームは、デバイスタイプおよびプラットフ
ォーム(たとえば、オペレーティングシステム)に固有であると同時に、別のデバイスおよ
びデバイスプラットフォーム(たとえば、再生デバイス120)と共有されるアプリケーショ
ンプラットフォームであり得る。
【００５１】
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　ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサービスと対話するためのユー
ザインターフェース機能を表示するように動作する(310)。一実装形態では、ユーザイン
ターフェース機能は、プロプライエタリであるか、または特定のネットワークサービスに
固有であり得る。たとえば、クライアントおよびウェブベースアプリケーションが、イン
ストールされ、プロプライエタリにされるか、または特定のネットワークサービスに固有
にされ得る。変形形態では、ユーザインターフェース機能は、一般的であるか、または異
なるネットワークサービスに固有でないアプリケーションの形態で与えられ得る。たとえ
ば、アプリケーションは、ログインおよびパスワード、ユーザが使用することを望む特定
のネットワークサービスの指定などの入力、ならびにデータ項目を選択するための探索ま
たはナビゲーション入力などの他の入力をユーザに促すことができる。またさらに、ユー
ザインターフェース機能は、ユーザインターフェースデバイス110上で実行されるブラウ
ザまたは同様のアプリケーションとして与えられ得る。たとえば、ブラウザは、ネットワ
ークサイトからアプリケーションをロードし、ブラウザを実行するアプリケーションを通
してネットワークサービスを提供することができる。
【００５２】
　ユーザインターフェースデバイス110は、選択されたネットワークサービスにユーザ入
力を通信するように動作し得る(320)。特に、入力は、ユーザに関連するアカウントを識
別するための情報を含むことができる。入力はまた、許可されたユーザがアカウントにア
クセスするための情報を含むことができ、たとえば、情報は、ログイン、またはパスワー
ドまたは他の識別子(たとえば、機械識別子、クッキーなど)を含むことができる。随意に
、入力はまた、探索、ナビゲーションなどの選択入力の形態であり得る。
【００５３】
　ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサービスからトークンを受信す
る(330)。一実装形態では、トークンは、セッション固有であり得、ユーザが、ユーザイ
ンターフェースデバイス110を使用してユーザのアカウントおよびネットワークサービス
にアクセスする許可を与えることができる。許可を与える際に、ネットワークサービスは
また、ユーザインターフェースデバイス110を識別し得る。たとえば、ネットワークサー
ビスは、ユーザインターフェースデバイス上に記憶されたクッキーとして、またはユーザ
インターフェースデバイス110の機械識別子として含む、1つまたは複数の選択パラメータ
によってユーザインターフェースデバイス110を識別し得る。
【００５４】
　ユーザインターフェースデバイス110は、再生デバイス120にデータ項目のセットを通信
することができる(340)。データ項目のセットはトークンを含むことができる(342)。いく
つかの変形形態では、データ項目のセットは、ユーザインターフェースデバイス110を識
別するためにネットワークサービスが使用した1つまたは複数の識別子を含む(344)。ユー
ザインターフェースデバイス110と再生デバイス120とが共通アプリケーションプラットフ
ォームを共有するので、ユーザインターフェースデバイス110から通信されたデータ項目
のセットにより、受信デバイス(たとえば、再生デバイス120)が、ネットワークサービス
にアクセスするときにユーザインターフェースデバイスのように見えることを可能にする
ことができる。変形形態では、データ項目のセットにはトークンが含まれるが、ユーザイ
ンターフェースデバイス110との前の交換で再生デバイス120によって他の識別子が取得さ
れる。たとえば、再生デバイス120は、前の交換時にユーザインターフェースデバイス110
からアプリケーションプラットフォーム(またはそれの一部分)を受信することができ、ア
プリケーションプラットフォームの一部として通信された識別子は、ネットワークサービ
スの識別子を判断するために使用され得る。
【００５５】
　従来の手法の下で、ネットワークサービスから受信したトークンは、しばしば特定のセ
ッションについて受信デバイスに有効である。ネットワークサービスは、トークンの後続
の使用を、たとえば、サービスにアクセスするアプリケーションに関連する識別子とペア
リングする。図1および図2の一例では、ユーザインターフェースデバイス110と再生デバ
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イス120とは、同じアプリケーションとそれの識別子(たとえば、クッキー)とのコピーを
共有する。このようにして、再生デバイス120は、ユーザインターフェースデバイス110に
通信された識別子を使用して特定のネットワークサービスにアクセスすることが可能であ
る。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、ユーザインターフェースデバイス110はまた、ネットワーク
サービスからのデータ項目にアクセスするために再生デバイス120が使用することができ
るリンクを通信する(350)。たとえば、ユーザは、ユーザインターフェースデバイス110の
ユーザインターフェース機能を使用してデータ項目を選択するための探索動作を実行し得
る。いくつかの実施形態では、リンクは、特定のネットワークサービス上のデータ項目を
直接識別し得る。図4～図6で説明する実施形態などの他の実施形態では、ユーザインター
フェースデバイス110から通信されたリンクは、中間権利管理サービスを識別し、中間権
利管理サービスは、特定のネットワークサービスの制御パラメータと権利管理ルールとと
もにそのネットワークサービスを使用するためにリンクを変更し、異なるリンクを通信す
る。
【００５７】
　図3Bを参照すると、再生デバイス120は、UIデバイス110と共有されるアプリケーション
プラットフォームを実装する(358)。一実装形態では、アプリケーションプラットフォー
ムは、特定のネットワークサービスにアクセスするために再生デバイス120を与えるか、
または場合によっては再生デバイス120が特定のネットワークサービスにアクセスするこ
とを可能にするアプリケーションまたはアプリケーションサービスに対応する。アプリケ
ーションプラットフォームは、再生デバイス120のデバイスタイプおよびプラットフォー
ム(たとえば、オペレーティングシステム)に固有であり得る。1つの変形形態では、再生
デバイス120は、UIデバイス110からアプリケーションプラットフォームの少なくとも一部
分を受信する。
【００５８】
　またさらに、いくつかの変形形態では、再生デバイス120は、ユーザインターフェース
デバイス110からデータ項目を受信することができる(360)。UIデバイス110から受信した
データ項目は、ネットワークサービスから受信したトークンならびに再生デバイス120が
、ネットワークサービスにアクセスするときにUIデバイス110のように見えることを可能
にする1つまたは複数の識別子を含むことができる。例として、識別子は、UIデバイス110
上に最初に記憶された(たとえば、UIデバイス110がネットワークサービスにアクセスした
ときに受信した)クッキー、またはUIデバイスの機械識別子を含むことができる。さらに
、識別子の通信はまた、共有アプリケーションプラットフォームを通して搬送され得、共
有アプリケーションプラットフォームは、再生デバイス120を外部ソースにUIデバイス110
のように見せるための機能を含むことができる。
【００５９】
　一実施形態では、再生デバイス120は、ユーザインターフェースデバイス110上のネット
ワークサービスにアクセスするために使用されるネットワークサービスインターフェース
のインスタンスであるアプリケーションを実行することができる。たとえば、再生デバイ
ス120は、ユーザインターフェースデバイス110から受信したトークンにより、再生デバイ
ス120がネットワークサービスにアクセスすることを可能にするように、特定のネットワ
ークサービスのためのウェブベースクライアントアプリケーションのインスタンスを実行
し得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、再生デバイス120は、ユーザインターフェースデバイス110か
ら再生リンク205を受信することができる(364)。再生リンク205は、特定のネットワーク
サービスからの特定のデータ項目の位置を特定することができる。したがって、再生デバ
イス120は、ネットワークサービスからデータ項目を受信するために再生リンク205を使用
する(368)。たとえば、再生リンク205は、曲、ビデオまたは他のメディアコンテンツなど
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のメディアファイルの位置を特定するために使用され得る。位置を特定されると、ネット
ワークサービスは、再生デバイス120に、選択された項目に対応するデータをストリーミ
ングすることができる。変形形態では、検索は、再生デバイス120に転送され得るファイ
ルまたは文書を識別することができる。
【００６１】
　再生デバイス120は、検索されたデータ項目に対応するデータまたはコンテンツを出力
することができる(372)。一実装形態では、再生デバイス120は、デバイス上に、検索され
たデータ項目に対応するコンテンツを出力する。変形形態では、再生デバイス120は、限
られた出力能力を有するが、むしろ、それは、(たとえば、アナログ形式で、従来のネッ
トワーク非対応テレビジョンまたはステレオなどの他の出力デバイスにコンテンツデータ
を)ストリーミングまたはシグナリングするための専用デバイスである(374)。一変形形態
では、再生デバイス120は、たとえば、ワイヤレス(またはワイヤライン)接続を使用して
ターゲットデバイスにデータをストリーミングすることができる。追加または変形形態と
して、再生デバイス120は、検索されたデータ項目に対応するデータを出力または通信す
るために、パーソナルネットワークのデバイスまたはリソースを利用することができる(3
76)。たとえば、再生デバイス120は、パーソナルネットワーク上のチャンスコーティング
(chance coating)リソースまたはアプリケーションを使用して検索されたデータ項目を代
替フォーマットにトランスコードすることができる。別の例として、再生デバイス120は
、ネットワークサービスからデータ項目に対応するストリームを同時に受信しながら、パ
ーソナルネットワーク上のターゲットデバイスに検索されたデータ項目に対応するデータ
をストリーミングすることができる。
【００６２】
　図3Cに、複数のデバイスがネットワークサービスに同時にアクセスするときにネットワ
ークサービスから生成されたユーザインターフェースイベントを処理するための方法を示
す。より詳細には、図3Cを参照すると、実施形態は、時としてセッションが開始した後で
も、ネットワークサービスがユーザインターフェースイベントをしばしば生成することを
認識する。そのようなユーザインターフェースイベントでは、ユーザ入力が中断を回避す
るか、またはサービスの完全な利用可能性を維持する必要があり得る。一実施形態によれ
ば、再生デバイスは、ネットワークサイトにアクセスするときにそのようなユーザインタ
ーフェースイベントがいつ行われるかを検出する論理を含むことができる(380)。たとえ
ば、ユーザインターフェースイベントは、ユーザが存在することを確認するか、またはユ
ーザに証明情報を再入力させるなどの何らかのアクションを実行することを必要とするプ
ロンプトなど、必須のイベントを含むことができる。他のネットワークサービスでは、各
広告がユーザインターフェースイベントに対応するように広告を表示する必要があり得る
。またさらに、ユーザインターフェースイベントのタイプは、サービスを向上するために
ユーザが与え得る入力を含むことができる。たとえば、ユーザは、特定のデータ項目につ
いてユーザの好き嫌いを示すフィードバックをシグナリングしたいと望み得る。メディア
のコンテキストでは、たとえば、ユーザフィードバックは、そのユーザのための追加のデ
ータ項目を選択する際に使用され得る。したがって、ユーザフィードバックは必ずしも必
要であるとは限らないが、ユーザは、ネットワークサービスの利益を完全に実現するため
に入力を与えることを望むことがある。
【００６３】
　ユーザインターフェースイベントの発生とともに、1つまたは複数の実施形態は、再生
デバイス120がユーザインターフェースイベントの発生に関してユーザインターフェース
デバイス110にシグナリングすることを提供する(382)。一実装形態では、再生デバイス12
0は、イベントが発生したことをユーザインターフェースデバイス110にシグナリングする
ことができ、ユーザインターフェースデバイス110のネットワークサービスインターフェ
ース112は、ユーザがイベントにフィードバックまたは応答を与えることを可能にするた
めのユーザインターフェース情報および機能を取得するために、ネットワークサービス10
2にアクセスすることができる(384)。別の実装形態では、再生デバイス120は、ユーザイ



(20) JP 2016-505932 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

ンターフェース機能を検索し、それをユーザインターフェースデバイス110にシグナリン
グすることができ、そこで、それがユーザに提示される。
【００６４】
　図3Dに、ネットワークサービスにアクセスする2つのデバイスのコンテキストでデジタ
ル著作権管理(DRM)方式を実装するための例示的な方法を示す。一実施形態では、UIデバ
イス110と再生デバイス120とは公開鍵を交換する(385)。UIデバイス110は、次いで、ネッ
トワークサービスにアクセスし、ユーザに代わってログインする(386)。
【００６５】
　ログインした後に、UIデバイスは、ネットワークサービスからリンクを受信し得る(388
)。リンクは、所望の曲、プレイリストまたはチャンネルのためのものであり得る。UIデ
バイス110は、公開鍵を用いてリンクを暗号化し(390)、再生デバイスに暗号化されたリン
クを送る(391)。さらに、ユーザインターフェースデバイス110は、ネットワークサービス
にユーザ入力を通信するように動作し得る。例として、入力は、探索、ナビゲーションな
どの選択入力の形態であり得る。たとえば、ユーザは、ユーザインターフェースデバイス
110のユーザインターフェース機能を使用してデータ項目を選択するための探索動作を実
行し得る。いくつかの実施形態では、リンクは、特定のネットワークサービス上のデータ
項目を直接識別し得る。
【００６６】
　再生デバイスは、秘密鍵を保持し、ネットワークサービスへのリンクを抽出し、通信す
るために秘密鍵を利用する(392)。リンクを通信したことに応答して、再生デバイスは、
ネットワークサービスから再生リンクを受信する(394)。再生リンクは、ネットワークサ
ービスから再生デバイスにストリーミングされ得るデータを識別することができる。たと
えば、再生リンクは、曲、ビデオまたは他のメディアコンテンツなどのメディアファイル
の位置を特定するために使用され得る。位置を特定されると、ネットワークサービスは、
再生デバイス120に、選択された項目に対応するデータをストリーミングすることができ
る。変形形態では、検索は、再生デバイス120に転送され得るファイルまたは文書を識別
することができる。
【００６７】
　図3Eに、1つまたは複数の実施形態による、ユーザが複数のデバイスを使用してネット
ワークサービスにアクセスすることを可能にするようにネットワークサービスを動作させ
るための方法を示す。一実施形態では、ネットワークサービス102は、ユーザ証明のセッ
トに対応するユーザ入力を受信するように動作する1つまたは複数のプロセッサを含む(39
3)。ユーザ証明のセットは、ユーザログインとパスワードと、またはネットワークサービ
スにアクセスし、アカウントにネットワークサービスをリンクするためにユーザが指定す
ることができる他の識別子を含むことができる。
【００６８】
　ネットワークサービス102は、証明のセットを通信するためにユーザによって使用され
るデバイスを識別することができる(395)。たとえば、ネットワークサービス102は、証明
の同じセットを使用してネットワークサービス102にアクセスするためにデバイスが前に
使用されたかどうかを判断するために、コンピューティングデバイスに関連する機械識別
子またはクッキーを判断しようとすることができる。
【００６９】
　デバイスが識別されると、デバイスが、同じユーザアカウントにアクセスする、または
証明の同じセットを使用する時間的に最初のデバイスであるかどうかに関する判断が行わ
れ得る(396)。時間的に最初のデバイスは、ネットワークサービス102にアクセスするため
にユーザが最初に利用したデバイス(たとえば、アカウントを確立する、および/または最
初のダウンロードを実行するためにユーザが使用したデバイス)に対応する。
【００７０】
　デバイスが時間的に最初のデバイスである場合、アクセスが許可される(397)。しかし
ながら、デバイスが時間的に最初のデバイスでない場合、識別されたデバイスが以降のデ
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バイスであると認証するための条件が満たされるかどうかを判断するために、判断の追加
のセットが実行され得る(398)。条件が満たされる場合、識別されたデバイスは、以降の
デバイスとしてネットワークサービスへのアクセスを許可される(399)。そうでない場合
、デバイスは、ネットワークサービスへのアクセスを拒否され得る(400)。
【００７１】
　以降のデバイスに与えられる許可は、時間的に最初のデバイスに与えられた許可と同じ
であるか、またはそれとは異なり得る。以降のデバイスが認証されると、いくつかの実施
形態は、ネットワークサービスが、同時に(たとえば、同じネットワークセッション中に)
時間的に最初のデバイスと以降のデバイスの両方へのアクセスを許可することを提供する
。たとえば、図1を参照すると、UIデバイス110は、アカウントまたはセッションを確立す
るためにユーザが使用することができる(たとえば、ユーザがログイン証明を入力するこ
とができる)時間的に最初のデバイスに対応することができる。再生デバイス120は、以降
のデバイスに対応することができる。再生デバイス120によって与えられる証明は、たと
えば、再生デバイスのアプリケーションインターフェースを通してプログラム的に与えら
れ得る。
【００７２】
　例として、いくつかの実施形態は、次のデバイスである識別されたデバイスに対応する
条件を利用するようなネットワークサービスを提供する。次のデバイス許可では、ユーザ
は、最初に、第1のデバイスを用いてネットワークに接続し、第1のデバイスは、次いで、
特定のネットワークサービスを使用することを認証される。次いで、ネットワークサービ
スにアクセスし、ユーザのログインおよびパスワードを使用するすぐ次のデバイスが同じ
く認証される。このようにして、所与のユーザについて2つのデバイスが認証され得る。
実装形態において指定されているように、第3のデバイスまたは第4デバイス上で追加の次
のデバイス認証が同じく実行され得る(たとえば、ネットワークサービスにより、ログイ
ンし、ユーザの証明を使用する次の2つのデバイスを認証することが可能になる)。
【００７３】
　追加または代替として、認証のための条件は、時間的に最初のデバイスが使用されたと
きから所与の持続時間内にネットワークサービスにアクセスするために使用されている、
識別されたデバイスに対応することができる。
【００７４】
　中間権利管理サービス
【００７５】
　多くのネットワークサービスは、それらのサービスが使用され得る方法でビジネスルー
ルおよび権利管理ルールを利用する。たとえば、オンライン音楽サービスは、チャンネル
をリッスンするときにユーザが曲をスキップすることができる回数を制限することができ
る。さらに、メディアサービスのコンテキストでは、サービスプロバイダは、概して、ラ
イセンスされた著作物の特定のライブラリに限定される。従来の手法の下で、典型的には
、ネットワークサービスにアクセスするクライアントアプリケーションのデータ構成を通
してこれらのおよび他の制限が実装される。たとえば、音楽サービスは、しばしば、それ
の対応するクライアントアプリケーションのプログラマチック制御を通してそれのビジネ
スルールおよび権利管理ルールを実装する。したがって、ユーザは、ユーザが使用する様
々なネットワークサービスのための多数のアプリケーションを時々インストールし得る。
【００７６】
　図4に、1つまたは複数の実施形態による、ユーザインターフェースと再生デバイスとの
コンテキストで権利管理サービスを実装するためのシステムを示す。本明細書で説明する
いくつかの実施形態により、UIデバイス410および再生デバイス420の各々の上のユニバー
サルアプリケーションのユーザは、複数のネットワークサービスとの使用が可能になる。
UIデバイス410および再生デバイス420の各々は、たとえば、個別のネットワークサービス
の各々について別個の、専用のウェブベースアプリケーションの代わりに、複数の可能な
ネットワークサービスのいずれかにアクセスするためにユニバーサルアプリケーションを
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使用することができる。
【００７７】
　図4の一例では、UIデバイス410は、複数の可能なネットワークサービス402のうちの選
択された1つにアクセスするために中間権利管理サービス430を使用する際に再生デバイス
420にシグナリングする。より詳細に、UIデバイス410は、たとえば、ユーザ入力403をサ
ブミットするように、およびネットワークサービス402からトークン413を取得するように
ユーザによって動作され得る。UIデバイス410のユーザインターフェース機能は、ネット
ワークサービス402から受信したユーザインターフェースデータ411に部分的に基づき得る
。トークン413は、再生デバイス420に通信され得る。一実装形態では、トークン413は、U
Iデバイス410がネットワークサービス402からトークン413を取得したことに応答して再生
デバイス420に自動的に通信され得る。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、UIデバイス410はまた、ユーザがネットワークサービス402の
データ項目の選択入力を与えることを可能にするように動作することができる。たとえば
、UIデバイス410は、ユーザがデータ項目を選択することを可能にするデータ411を受信す
ることができる。たとえば、UIデバイス410は、ネットワークサービス402から探索結果、
メニューおよび提案を受信することができる。特定のデータ項目は、UIデバイス410上で
選択され得る。UIデバイス410は、中間権利管理(IRM)リンク415に選択を変換あるいは構
造化するプログラムを含むことができ、IRMリンク415は、UIデバイス410から再生デバイ
ス420に通信され得る。たとえば、UIデバイス410は、選択のタイトルならびに選択が行わ
れたネットワークサービスをとり、選択されたタイトルとネットワークサービス402の両
方を識別する中間管理サービス430へのリンクを構成する論理を含むことができる。
【００７９】
　再生デバイス420は、UIデバイス410からトークン413とIRMリンク415のセットとを受信
する。再生デバイス420は、中間権利管理サービス430にアクセスする際にIRMリンク415を
使用する。中間権利管理サービス430は、再生リンク425またはネットワークサービス402
のデータ項目にIRMリンク415をマッピングするための論理を含む。中間権利管理サービス
430はまた、特定のネットワークサービス402についての制御パラメータ427を識別する論
理を含む。制御パラメータを判断するための論理はまた、たとえば、ユーザの過去の履歴
または最近のアクション(たとえば、ユーザが曲をスキップした回数)を考慮したコンテキ
ストに基づき得る。再生デバイス420上で、制御パラメータ427は、再生リンク425が使用
されるべき方法を制御する。
【００８０】
　再生デバイス420は、ネットワークサービス402にアクセスするときにトークン413と再
生リンク425とを使用する。再生リンク425を使用する際の再生デバイス420のアクション
は、制御パラメータ427によって制御または判断され得る。たとえば、制御パラメータ427
は、(i)再生リンク425が使用されるシーケンス、(ii)再生リンクが使用されるときに実行
され得るアクション、(iii)再生リンクが使用されるときが制御パラメータ427によって判
断され得る後に実行され得るアクション、または(iv)再生リンク425がまだ使用され得る
か(たとえば、ユーザがネットワークサービスを使用するための時間数を超えたか)どうか
を制御することができる。
【００８１】
　ユニバーサルプレーヤおよび中間サービス
【００８２】
　典型的な従来の手法の下で、ネットワークサービスは、ユーザがメディアコンテンツな
どのデータ項目にアクセスすることを可能にするためのサービス固有のまたはプロプライ
エタリなクライアントアプリケーションを利用する。そのような従来の手法の下で、クラ
イアントアプリケーションは、特に、ネットワークサービスから与えられたコンテンツの
権利管理に関して、ネットワークサービスが使用される方法を制御する。
【００８３】
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　対照的に、1つまたは複数の実施形態は、1つのクライアントアプリケーションを通して
複数のネットワークサービスを利用する際にコンピューティングデバイスを動作すること
を可能にするようなユニバーサルプレーヤ460の使用を提供する。図4を参照すると、実施
形態は、ネットワークサービスがコンピューティングデバイス(たとえば、再生デバイス4
20)上のユニバーサルプレーヤ460の存在を検出することを可能にするためにネットワーク
サービス402とともに含まれるべきプログラマチック構成要素450を提供する。ユニバーサ
ルプレーヤ460が検出されると、ネットワークサービス402は、そのサービスのためのデフ
ォルトの(たとえばプロプライエタリな)プレーヤの代わりにそのプレーヤと通信するため
の動作を実装することができる。
【００８４】
　権利管理ルールを実装するために、ユニバーサルプレーヤ460は、中間権利管理サービ
ス430の使用を活用するように構成され得る。一実施形態では、ユニバーサルプレーヤ460
は、再生デバイス420またはUIデバイスのいずれかの上で受信され得る入力からIRMリンク
415のセットを生成するかあるいは構造化する。各IRMリンク415は、中間権利管理サービ
ス430を指すように構造化され得る。IRMリンク415は、特定のメディアリソースとネット
ワークサービスとを識別することができる。一実施形態では、ユニバーサルプレーヤ460
は、再生リンク425と制御パラメータ427とを取得するために、中間権利管理サービス430
にIRMリンク415をシグナリングする。制御パラメータ427は、ネットワークサービスの権
利管理ルールを実装することができる。権利管理ルールの実装は、たとえば、図4および
図5で説明する方法で実行され得る。このようにして、ユニバーサルプレーヤ460は、中間
権利管理サービス430と通信することによって、異なるネットワークサービスに対して異
なる権利管理ルールを実装することができる。
【００８５】
　変形形態では、ユニバーサルプレーヤ460は、UIデバイス410上に常駐することができ、
IRMリンク415は、再生デバイス420にシグナリングされ得、再生デバイス420は、次いで、
再生リンク425と制御パラメータ427とを取得する。別の変形形態では、ユニバーサルプレ
ーヤ460は、UIデバイス410上に常駐することができ、ユニバーサルプレーヤ460は、(制御
パラメータ427とともに)再生リンク425を取得するために、IRMリンク415を生成し、それ
を中間権利管理サービス430にシグナリングすることができる。再生リンク425と制御パラ
メータ427とが再生デバイス420にシグナリングされ得る。
【００８６】
　図5に、一実施形態による、権利管理サービスのためのアーキテクチャを示す。権利管
理サービス430は、たとえば、再生デバイス120にとってアクセス可能なウェブサイトに実
装され得る。一実施形態では、権利管理サービス430は、デバイスインターフェース510と
、リンク分析構成要素520と、個別のネットワークサービスのサービスの集合とを含む。
ネットワークサービスごとに、権利管理サービス430は、サービスライブラリ530とサービ
スルール532のセットとを含む。各サービスライブラリ530は、到来要求から指定される識
別子を、特定のネットワークリソースを通して利用可能なメディアリソースと相関させる
リンクデータ531を含むことができる。リンクデータ531は、たとえば、ユニバーサルプレ
ーヤを動作させるときにユーザによって指定された識別子に基づいてサービスライブラリ
530のネットワークサービスに固有のリンクの構成を可能にすることができる。各サービ
スライブラリ530はまた、対応するネットワークサービス上で利用可能なメディアリソー
ス(たとえば、音楽タイトル、テレビ番組またはビデオ、映画タイトル、文書など)のリス
トを含み得る。サービスルール532はまた、ユーザがタイトルをスキップすることができ
る回数、またはネットワークサービスからメディアコンテンツをユーザが受信することが
できる時間数などの制御パラメータを指定することができる。
【００８７】
　前の例で説明したよう、デバイスインターフェース510は、IRMリンク512を受信するた
めにデバイスと通信することができる。リンク分析520は、(i)ネットワークサービス、お
よび(ii)ネットワークサービスから検索されるべきデータ項目(たとえば、タイトル)を識
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別するためにリンクを検査する。リンク分析構成要素520は、IRMリンク512の識別子(また
は他の態様)(たとえば、トラック)を特定のサービスの再生リンク525に相関させるために
、特定のネットワークサービスのリンクデータ531を使用することができる。一実装形態
では、リンク分析構成要素520は、IRMリンク512の要素を再生リンク525に相関させるため
にリンクデータ531を使用することによってそれぞれのサービスライブラリ530から再生リ
ンクを取得する。変形形態では、リンク分析構成要素520は、リンクデータ531とIRMリン
ク512の要素とを使用して再生リンク525を構成する。さらに別の変形形態では、リンク分
析520は、IRMリンク512に対応するデータ項目または再生リンク525を判断するために、識
別されたネットワークサービスのサービスライブラリ530にアクセスするように動作する
ことができる。再生リンク525は、再生デバイス420に通信される。
【００８８】
　さらに、リンク分析520はまた、再生リンク525とともに使用する制御パラメータ527を
判断するために、識別されたネットワークサービスのためのサービスルール532にアクセ
スする。再生リンク525と制御パラメータ527とは、IRMリンク512が発生した再生デバイス
420(図4)に通信して戻される。再生デバイス420は、特定のネットワークサービスからの
個別の再生リンクによって識別されるストリーミングメディアを受信するために、ネット
ワークサービスに再生リンク525をシグナリングすることができる。
【００８９】
　図6に、1つまたは複数の実施形態による、権利管理サービスを利用するための方法を示
す。図6で説明した方法などの方法は、図1、図2または図4の実施形態で説明した構成要素
または要素などの構成要素または要素を使用して実装され得る。したがって、説明してい
るステップまたはサブステップを実行するための好適な構成要素または要素を説明するた
めに、前の例の要素を参照し得る。
【００９０】
　1つまたは複数の実施形態によれば、再生デバイス420は、UIデバイス410からトークン
を受信する(610)。再生デバイス420はまた、UIデバイス410から権利管理リンクを受信す
る(620)。一実装形態では、UIデバイス410は、所望のデータ項目のユーザ選択または指定
に基づいて権利管理サービス430のIRMリンク512を構成する。構成されたIRMリンク512は
、選択されたデータ項目を受信するために使用されるべきネットワークサービスを指定す
ることができる。
【００９１】
　再生デバイス420は、ネットワークサービス自体ではなく、中間権利管理サービス430か
ら、対応する再生リンク525を取得するために権利管理リンクを使用する(630)。他の例で
述べたように、権利管理サービス430は、各々がそれら自体の権利管理ルールを有し得る
複数の異なるネットワークサービスのための中間ネットワークインターフェースを与える
ことができる。再生デバイスに再生リンク525を与える際に、中間権利管理サービス430は
、与えられた再生リンク525の使用が特定のネットワークサービスの権利管理ルールに従
うように制御する制御パラメータ527を含むか、または統合することができる。図5の例を
参照すると、再生リンク525の構成は、制御パラメータ527の使用とともに、対応するサー
ビスライブラリ530から判断され得る。
【００９２】
　このようにして、権利管理サービス430は、(再生デバイス420から与えられ得る)IRMリ
ンク512を使用して特定のネットワークサービスの再生リンク525のセットを判断すること
ができる。権利管理サービス430は、次いで、再生デバイス420に再生リンク525のセット
を通信することができる。権利管理サービス430はまた、再生のために選択されたネット
ワークサービスに基づいて再生リンク525のための制御パラメータ527を符号化または指定
することができる。
【００９３】
　ネットワークサービス402のための識別された制御パラメータに従って、再生デバイス4
20は、指定されたネットワークサービスから対応するデータ項目を受信するために再生リ
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ンクを使用する(640)。たとえば、再生デバイス420は、個別のデータ項目に対応するデー
タを再生デバイスにストリーミングするようにネットワークサービス402をトリガするこ
とができる。代替的に、再生デバイス420は、識別されたデータ項目に対応するファイル
または文書をダウンロードすることができる。
【００９４】
　変形形態では、UIデバイス410は、再生リンク425を受信するために、権利管理サービス
430に識別子またはIRMリンク415をサブミットすることができる。UIデバイス410は、次い
で、再生デバイス420に再生リンク425を通信することができる。
【００９５】
　別の変形形態では、UIデバイス410は、権利管理サービス430に識別子またはIRMリンク4
15をサブミットすることができ、権利管理サービスは、再生デバイス420にIRMリンク415
をシグナリングすることができる。そのような実装形態では、UIデバイス410からの通信
は、再生デバイス420を識別するか、またはさもなければ再生デバイス420が権利管理サー
ビス430から再生リンク425を直接受信することを可能にすることができる。
【００９６】
　ハードウェア説明
【００９７】
　図7Aに、1つまたは複数の実施形態による、ユーザインターフェースデバイスを示す。
例として、ユーザインターフェースデバイス700は、モバイルコンピューティングデバイ
ス(たとえば、多機能セルラーデータ/ボイスデバイス)、タブレット、ラップトップ、ウ
ルトラポータブルコンピューティングデバイス、またはユーザ入力を受信し、直接ユーザ
対話を可能にすることが可能な他のネットワーク対応デバイスに対応することができる。
【００９８】
　図7Aの例では、プロセッサ710は、外部ソースに入力を与えるために入力機構722と通信
サブシステム730とに結合される。例示的な入力機構722には、キーボード、タッチスクリ
ーン、マイクロフォンまたは任意の適切なデバイスがある。通信サブシステムの例には、
ワイヤレスポートまたはセルラーポートなど、データを送信および受信するための任意の
適切なサブシステムがある。プロセッサ710は、図1を参照すると、許可トークン131など
、入来データを含むデータを記憶するためにメモリリソース734に結合される。
【００９９】
　プロセッサ710は、オーディオおよびビジュアル出力を生成するように構成され得る。
たとえば、図7Aの実施形態では、プロセッサ710は、ディスプレイ720上にオーディオ出力
712とビジュアル出力とを与えることができる。ユーザインターフェースは、ネットワー
クサービスとのユーザ対話を可能にするためにディスプレイ720上に与えられ得る。ディ
スプレイは、ユーザが入力機構722からユーザ入力を受信することを可能にするために他
のデバイスを与えるか、またはそれと連携して使用され得る。
【０１００】
　実施形態によれば、メモリリソース734は、図1～図6の例で説明した機能などの機能を
使用可能にするプログラム、アプリケーションおよび他の論理のための命令を記憶する。
たとえば、メモリリソース734は、たとえば、(i)ネットワークサービス102(図1参照)(た
とえば、ネットワークサービスのためのクライアント/プロプライエタリアプリケーショ
ン)にアクセスするための命令、(ii)たとえば、トークンまたはプログラマチック証明、
ネットワークサービスから再生デバイスへのメディアリソースにアクセスするためのリン
クを送る際に、およびデータ(たとえば、トリガ、ユーザインターフェースイベント)を受
信する際に再生デバイス750と通信するための命令、(iii)ユーザがネットワークサービス
と対話する際に利用するためのユーザインターフェースを与えるための命令、(iv)中間権
利管理サービスへのリンクではなくリンクがネットワークサービス上のメディアリソース
を識別するようにリンクを構造化するための命令、ならびに/あるいは(v)パーソナルネッ
トワーク上のノードまたはサテライトとして通信するための命令を含む命令711を記憶す
ることができる。
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【０１０１】
　図7Bに、1つまたは複数の実施形態による、再生または出力構成要素を示す。図7Bの例
では、再生デバイスは、他の接続デバイスのための出力を生成することに専用のデバイス
に対応することができる。たとえば、再生デバイス750は、ユーザ入力を直接受信するた
めの機構をもたないかまたはほとんどもたない機器またはアクセサリーデバイスに対応す
ることができる。一実装形態では、再生デバイス750は、非接続デバイス(たとえば、イン
ターネット非対応テレビジョンまたはステレオ)のための接続アクセサリーに対応し、た
とえば、そのようなデバイスのための出力信号(デジタルまたはアナログ)を生成すること
ができる。変形形態では、再生デバイス750は、ユーザインターフェースデバイス700とと
もに再生デバイスとして使用することをユーザが選択する任意のコンピューティングデバ
イス(たとえば、モバイルコンピューティングデバイス、タブレット、ラップトップまた
はネットブックなど)に対応することができる。
【０１０２】
　図7Bのプロセッサ760は、ネットワーク接続を介して他のデバイスまたはコンピュータ
に接続される。一実装形態では、プロセッサ760は、出力構成要素770を通して出力される
か、あるいは通信ポート782、784または786のうちの1つを介して別のデバイスに通信され
る出力データセットを生成する。
【０１０３】
　図7Bの例では、再生デバイス750は、プロセッサ760と、メモリリソース764と、出力構
成要素770と、1つまたは複数の通信サブシステム782、784、786とを含む。出力構成要素7
70は、たとえば、オーディオおよび/またはビデオ出力に対応することができる。通信サ
ブシステム782、784、786は、それぞれ、たとえば、直接接続ポートと、第1のワイヤレス
ポート(たとえば、ワイヤレスフィデリティーまたはBluetooth(登録商標))と、第2のワイ
ヤレスポート(たとえば、セルラーなど)とを含むことができる。したがって、通信サブシ
ステム782、784、786は、ワイヤレスおよび/またはワイヤラインであり得る。再生デバイ
ス750は、通信サブシステム782、784または786を通して形成される接続を介して他のデバ
イスまたはコンピュータに接続することができる。たとえば、図7Bの実施形態では、直接
接続782とワイヤレスネットワークポート784および786とにより、プロセッサ760との間で
の通信が可能になる。メモリリソース764は、(i)ネットワークサービス102にアクセスす
るための命令、(ii)たとえば、トークンまたはプログラマチック証明、ネットワークサー
ビスから再生デバイスへのメディアリソースにアクセスするためのリンクを受信する際、
およびデータ(たとえば、トリガ、ユーザインターフェースイベント)を送る際にユーザイ
ンターフェースデバイス700と通信するための命令、(iii)複数の異なるサービスに接続お
よびアクセスし、様々なアクションを実行するために中間権利管理サービスを利用するこ
とが可能なユニバーサルプレーヤを動作させるための命令、ならびに/あるいは(iv)パー
ソナルネットワーク上のノードまたはサテライトとして通信するための命令を含む命令76
1を記憶することができる。
【０１０４】
　実施形態について、添付の図面を参照しながら本明細書において詳細に説明したが、特
定の実施形態に対する変形形態および詳細が、本開示によって包含される。本発明の範囲
が、添付の特許請求の範囲およびそれらの均等物によって定義されることが意図されてい
る。さらに、個別にあるいは実施形態の一部として説明した特定の特徴が、他の個別に説
明した特徴または他の実施形態の一部と組み合わされ得ることが企図される。したがって
、組合せについての説明の欠如は、発明者がそのような組合せに対する権利を主張するも
のの妨げとすべきではない。
【符号の説明】
【０１０５】
　　100　システム
　　102　ネットワークサービス
　　105　リンク
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　　106　ネットワークサービスデータ項目
　　107　ユーザ入力
　　109　選択入力
　　110　ユーザインターフェースデバイス、UIデバイス
　　111　ネットワークリンク
　　112　ネットワークサービスインターフェース
　　113　ネットワーク
　　114　ユーザインターフェース
　　116　デバイスネットワークインターフェース
　　118　パーソナルネットワークレジストリ
　　120　再生デバイス
　　122　ネットワークサービスインターフェース
　　124　出力構成要素
　　125　再生データ
　　126　デバイスネットワークインターフェース
　　128　パーソナルネットワークレジストリ
　　131　許可トークン、トークン
　　201　権利管理サービス、中間権利管理サービス
　　202　ネットワークサービス
　　205　リンク、再生リンク
　　206　ネットワークサービスデータ項目、データ
　　207　制御パラメータ
　　209　データ項目
　　210　デバイスネットワークインターフェース
　　211　制御リンク
　　212　トークンハンドラ
　　214　リンク分析
　　216　アウトバウンド構成要素
　　217　UIイベント
　　220　権利管理検索構成要素
　　223　制御パラメータ
　　224　サービス論理
　　225　デバイスレジスタ
　　227　ネットワークサービスライブラリ
　　229　デジタル著作権管理(DRM)ライブラリ、DRMライブラリ
　　230　検索構成要素
　　232　ユーザインターフェースイベント検出構成要素、UIイベント検出構成要素
　　239　UIトリガ
　　240　出力構成要素
　　402　ネットワークサービス
　　403　ユーザ入力
　　410　UIデバイス
　　411　ユーザインターフェースデータ、データ
　　413　トークン
　　415　中間権利管理(IRM)リンク
　　420　再生デバイス
　　425　再生リンク
　　427　制御パラメータ
　　430　中間権利管理サービス、中間管理サービス、権利管理サービス
　　450　プログラマチック構成要素
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　　460　ユニバーサルプレーヤ
　　510　デバイスインターフェース
　　512　IRMリンク
　　520　リンク分析構成要素、リンク分析
　　525　再生リンク
　　527　制御パラメータ
　　530　サービスライブラリ
　　531　リンクデータ
　　532　サービスルール
　　700　ユーザインターフェースデバイス
　　710　プロセッサ
　　711　命令
　　712　オーディオ出力
　　720　ディスプレイ
　　722　入力機構
　　730　通信サブシステム
　　734　メモリリソース
　　750　再生デバイス
　　760　プロセッサ
　　761　命令
　　764　メモリリソース
　　770　出力構成要素
　　782　通信ポート、通信サブシステム、直接接続
　　784　通信ポート、通信サブシステム、ワイヤレスネットワークポート
　　786　通信ポート、通信サブシステム、ワイヤレスネットワークポート
【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図３Ｃ】 【図３Ｄ】
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【図３Ｅ】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月19日(2014.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデバイスを使用してネットワークサービスを利用するための方法であって、1つ
または複数のプロセッサによって実装され、
　第1のデバイス上で、第2のデバイスと共有されるアプリケーションプラットフォームを
実装するステップであって、前記アプリケーションプラットフォームは、前記第1のデバ
イスと前記第2のデバイスとが、少なくとも前記ネットワークサービスに対して同じ識別
情報を有するように動作することができるように実装される、実装するステップと、
　前記第1のデバイス上で、前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを
使用するための入力を受信するためにユーザインターフェースを与えるステップと、
　前記第1のデバイスから、前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信さ
れた入力を通信するステップであって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信さ
れる、通信するステップと、
　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信する
ステップと、
　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信するステップであって、データ項目の
前記セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを
使用することを可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信するス
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テップと、
　前記第2のデバイスが前記ネットワークサービスにアクセスしている間に、ユーザイン
ターフェースイベントに対応する前記第2のデバイスからトリガを受信するステップと、
　前記ユーザインターフェース上に前記ユーザインターフェースイベントを表示するステ
ップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ネットワークサービスからストリーミングメディアを受信するために、前記第2の
デバイス上で前記ネットワークサービスにアクセスするステップをさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項３】
　データ項目の前記セットを通信するステップが、前記第1のデバイス上に記憶されたク
ッキーを通信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　データ項目の前記セットを通信するステップが、前記第1のデバイスの機械識別子を通
信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　トークンを受信するステップが認証トークンを受信するステップを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザインターフェースを与えるステップと、前記入力を通信するステップと、前
記トークンを受信するステップと、データ項目の前記セットを通信するステップとがそれ
ぞれ、前記第1のデバイスの前記アプリケーションプラットフォームを使用して実行され
る、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークサービスの1つまたは複数のルールに従って前記ネットワークサービ
スからのストリーミングメディアを再生するように前記第2のデバイスを制御するステッ
プをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークサービスから与えられたストリーミングメディアを識別する1つまた
は複数のリンクを前記第2のデバイスにシグナリングするステップをさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとが、前記ネットワークサービスに同時にアク
セスする、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2のデバイスから前記トリガを受信するステップが、前記ユーザインターフェー
スイベントの識別子を受信するステップと、ユーザインターフェース特徴を判断するため
に前記識別子を使用して前記ネットワークサービスにアクセスするステップとを含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のデバイスを使用してネットワークサービスを利用するための方法であって、1つ
または複数のプロセッサによって実装され、
　再生デバイス上で、ユーザインターフェースデバイスと共有されるアプリケーションプ
ラットフォームを実装するステップであって、前記アプリケーションプラットフォームは
、前記再生デバイスと前記ユーザインターフェースデバイスとが、少なくとも前記ネット
ワークサービスに対して同じ識別情報を有するように動作することができるように実装さ
れる、実装するステップと、
　前記再生デバイス上で、データ項目のセットを受信するために前記ユーザインターフェ
ースデバイスと通信するステップであって、データ項目の前記セットが、(i)前記ユーザ
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インターフェースデバイスに前記ネットワークサービスによって通信されたトークンと、
(ii)前記ネットワークサービスにアクセスするために前記ユーザインターフェースデバイ
スによって使用される1つまたは複数の識別子とを含む、通信するステップと、
　前記トークンと、前記ユーザインターフェースデバイスから受信した前記1つまたは複
数の識別子とを使用して前記ネットワークサービスにアクセスするステップと、
　前記再生デバイスが前記ネットワークサービスにアクセスしている間に、前記ネットワ
ークサービスによってトリガされたユーザインターフェースイベントの発生を検出するス
テップと、
　前記ユーザインターフェースデバイスに前記ユーザインターフェースイベントを識別す
るデータを通信するステップと
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記ネットワークサービスにアクセスするステップが、前記ネットワークサービスから
ストリーミングメディアを受信するステップを含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　データ項目の前記セットを受信するために前記ユーザインターフェースデバイスと通信
するステップが、第1のデバイス上に記憶されたクッキーを受信するステップを含む、請
求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　データ項目の前記セットを受信するために前記ユーザインターフェースデバイスと通信
するステップが、第1のデバイスの機械識別子を受信するステップを含む、請求項11に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記トークンを受信するステップが認証トークンを受信するステップを含む、請求項11
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザインターフェースデバイスと通信するステップと、前記ネットワークサービ
スにアクセスするステップとがそれぞれ、前記再生デバイスの前記アプリケーションプラ
ットフォームを使用して実行される、請求項11に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ネットワークサービスにアクセスするステップは、前記ユーザインターフェースデ
バイスが前記ネットワークサービスにアクセスするのと同時に実行される、請求項11に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記ユーザインターフェースデバイスから、ストリーミングメディアを識別するための
複数のリンクを受信するステップと、
　前記ネットワークサービスから、前記複数のリンクの各々によって識別されるストリー
ミングメディアを検索するステップと、
　前記複数のリンクの各々によって識別される前記ストリーミングメディアを検索しなが
ら、前記ネットワークサービスによってトリガされた前記ユーザインターフェースイベン
トの前記発生を検出するステップと、
　前記ユーザインターフェースデバイスに前記ユーザインターフェースイベントを識別す
るデータを通信するステップと、
　前記ユーザインターフェースデバイスから前記ユーザインターフェースイベントへの応
答を受信するステップと、
　前記ネットワークサービスへの前記応答を通信するステップと
　をさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１９】
　ユーザインターフェースを与えるように適応された第1のデバイスと、
　データ出力構成要素を与えるように適応された第2のデバイスと
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　を含むシステムであって、
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの各々が、アプリケーションプラットフォー
ムを実装し、前記アプリケーションプラットフォームは、前記第1のデバイスと前記第2の
デバイスとが、少なくともネットワークサービスに対して同じデバイスのように見えるこ
とができるように前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの各々の上に実装され、
　前記第1のデバイスは、
　　前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを使用するための入力を受
信するためにユーザインターフェースを与えることと、
　　前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信された入力を通信すること
であって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信される、通信することと、
　　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信す
ることと、
　　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信することであって、データ項目の前
記セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使
用することを可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信すること
と、
　　前記ユーザインターフェース上にユーザインターフェースイベントを表示することに
よって、前記ユーザインターフェースイベントを識別するデータに応答することと
　を行い、
　前記第2のデバイスは、
　　データ項目の前記セットを受信するために前記第1のデバイスと通信することと、
　　前記第1のデバイスから受信したデータ項目の前記セットを使用して前記ネットワー
クサービスにアクセスすることと、
　　前記ネットワークサービスによってトリガされた前記ユーザインターフェースイベン
トの発生を検出することと、
　　前記第1のデバイスに前記ユーザインターフェースイベントを識別するデータを通信
することと
　を行う、システム。
【請求項２０】
　前記第1のデバイスが、前記第2のデバイスにリンクのセットを通信し、リンクの前記セ
ットが、前記ネットワークサービス上のネットワークサービスデータ項目の対応するセッ
トの位置を特定し、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスからのネットワー
クサービスデータ項目を検索するためにリンクの前記セットを使用する、請求項19に記載
のシステム。
【請求項２１】
　データ項目の前記セットが、前記ネットワークサービスに最初にアクセスするために、
前記第1のデバイスによって使用される識別子を含む、請求項19に記載のシステム。
【請求項２２】
　データ項目の前記セットが、(i)前記第1のデバイス上に記憶されたクッキー、または(i
i)前記第1のデバイスの機械識別子のうちの1つまたは複数を含む、請求項21に記載のシス
テム。
【請求項２３】
　前記トークンが認証トークンを含む、請求項19に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記第1のデバイスが、前記ユーザインターフェースを与えることと、前記入力を通信
することと、前記トークンを受信することと、データ項目の前記セットを通信することと
の各々を実行するために前記アプリケーションプラットフォームを使用し、前記第2のデ
バイスが、前記第1のデバイスと通信することと、前記ネットワークサービスにアクセス
することとの各々を実行するために前記アプリケーションプラットフォームを使用する、
請求項19に記載のシステム。
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【請求項２５】
　前記第1のデバイスが、前記ネットワークサービスの1つまたは複数のルールに従って前
記ネットワークサービスからのストリーミングメディアを再生する際に前記第2のデバイ
スを制御するように動作する、請求項19に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記第1のデバイスが、前記ネットワークサービスから与えられたストリーミングメデ
ィアを識別する1つまたは複数のリンクを前記第2のデバイスにシグナリングする、請求項
19に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとが、前記ネットワークサービスに同時にアク
セスする、請求項19に記載のシステム。
【請求項２８】
　コンピューティングデバイスであって、
　命令のセットを記憶するメモリリソースと、
　1つまたは複数のプロセッサであって、メモリから命令を検索し、
　第2のデバイスと共有されるアプリケーションプラットフォームを実装することであっ
て、前記アプリケーションプラットフォームは、前記コンピューティングデバイスと前記
第2のデバイスとが、少なくともネットワークサービスに対して同じ識別情報を有するよ
うに動作することができるように実装される、実装することと、
　前記ネットワークサービスにアクセスするか、またはそれを使用するための入力を受信
するためにユーザインターフェースを与えることと、
　前記ユーザインターフェースを与えることに応答して受信された入力を通信することで
あって、前記入力が、前記ネットワークサービスに通信される、通信することと、
　前記入力を通信したことに応答して前記ネットワークサービスからトークンを受信する
ことと、
　前記第2のデバイスにデータ項目のセットを通信することであって、データ項目の前記
セットは、前記第2のデバイスが、前記ネットワークサービスにアクセスし、それを使用
することを可能にする前記トークンと1つまたは複数の識別子とを含む、通信することと
、
　前記第2のデバイスが前記ネットワークサービスにアクセスしている間に、ユーザイン
ターフェースイベントに対応する前記第2のデバイスからトリガを受信することと、
　前記ユーザインターフェース上に前記ユーザインターフェースイベントを表示すること
と
　を行う、1つまたは複数のプロセッサと
　を含むコンピューティングデバイス。
【請求項２９】
　データ項目の前記セットを通信することが、前記コンピューティングデバイス上に記憶
されたクッキーを通信することを含む、請求項28に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３０】
　データ項目の前記セットを通信することが、前記コンピューティングデバイスの機械識
別子を通信することを含む、請求項28に記載のコンピューティングデバイス。
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